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事務DX推進事業

事業概要
中期計画【21】及び鹿屋体育大学DX推進方針に基づき、

DX人材育成Teamが以下の活動を実施しました。

オンライン学習教材・書籍による学習の推進
アイデアソンの開催
DX勉強会の実施
学外勉強会への参加
事務室用モニター設置
ハンズオン研修

DX人材育成Teamとは

2023年7月に事務部門のDXの取り組みとして，設置され

た事務局内有志によるプロジェクトチーム。目指すDX人

材像を「学び、考え続け、よりよく実行できる人」と設定し、

自己学習と集合学習に取り組んでいます。令和6年度は、

重点プロジェクト事業としてDXの輪を広げていく活動を

行いました。

プロジェクトメンバー

俵積田 真央（R6プロジェクトリーダー）/あべ松 恒久/

牛込 哲平/富田 聡子/本田 匠/幸 梨沙/森山 寛子

中期計画【21】

オンライン授業や新しい生活様式等に対応可能
な情報基盤を整備するとともに、デジタル技術を
活用し、学内の各種業務のデジタル化を推進する。
また、鹿屋体育大学サイバーセキュリティ対策等
基本計画に基づき、情報セキュリティ対策を総合
的に推進する。

事務DXアイデアソン
アイデアソン(Ideathon)とは、アイデア(Idea)とマラソン

(Marathon)を掛け合わせた造語で、グループワークを通じて、

新しいアイデアを生み出すイベントです。

DX人材育成Teamメンバーを含め11人で、困っていることや改

善したいと思っていることを書き出し、それを基にグループワー

クを通じて解決策を話し合いました。

DX勉強会
島根大学、滋賀大学、香川大学から４名の講師を招き、各大学の

DX推進事例紹介及びパネルディスカッションを行いました。

学内外合わせて５７名の参加があり、パネルディスカッションでは、

参加者からの質問も交え、活発な意見交換でき、有意義な勉強会

となりました。

DXハンズオンセミナー
DX人材育成Teamのメンバーが講師となり、Microsoft 365の

Power AutomateやSharePointを活用したハンズオンセミ

ナーを２回実施し、延べ３０名の参加がありました。

まとめ
DXに関するイベント以外にもペーパレス推進、学外勉強会への

参加や他機関との情報交換の実施等、様々な活動を行いました。

また、自主学習を進めITパスポートを４名取得し、各自スキルアッ

プにも努めました。

当初の計画を上回る活動ができたため、とても充実した取組に

なりました。今後も「学び、考え続け、よりよく実行できる人」を

目指し、がんばっていきます。


